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再発見�
芦屋の自然�

　
い
よ
い
よ
春
四
月
で
す
。
春
が
や
っ
て
き

て
、
い
ち
ば
ん
活
発
に
活
動
し
始
め
る
の
が

昆
虫
た
ち
で
す
。
中
で
も
春
が
来
た
こ
と
を

如
実
に
示
し
て
く

れ
る
の
は
蝶
た

ち
の
舞
で
し
ょ

う
。
「
ち
ょ
う

ち
ょ
、
ち
ょ
う

ち
ょ
、
菜
の
は
に
と

ま
れ
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
の
は
多
分
モ
ン
シ

ロ
チ
ョ
ウ
で
す
。
キ
ャ
ベ
ツ
畑
に
多
く
、
芦

屋
川
の
オ
ラ
ン
ダ
ガ
ラ
シ（
ク
レ
ソ
ン
）の
上

に
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
作

物
を
食
害
す
る
の
で
農
家
に
は
嫌
わ
れ
者
で

す
が
、
や
は
り
春
の
訪
れ
を
代
表
す
る
蝶
で

す
。
同
じ
白
い
蝶
で
す
が
、
谷
間
な
ど
の
林

間
を
緩
や
か

に
飛
ぶ
翅
脈

が
黒
い
ス
ジ

グ
ロ
シ
ロ
チ
ョ

ウ
も
芦
屋
の

山
側
に
見
ら

れ
ま
す
。�

と
こ
ろ
が
近
年
こ
の
蝶
が
、
大
都
市
東
京
な

ど
の
ビ
ル
街
に
進
出
し
、
人
々
を
驚
か
せ
て

い
ま
す
。
本
来
、
山
地
の
谷
間
の
よ
う
な
所

を
生
活
の
場
と
し
て
い
る
蝶
が
ど
う
し
て
ビ

ル
街
な
ど
に
広
が
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
実
は
、

ビ
ル
の
「
谷
間
」
が
日
陰
を
好
む
こ
の
蝶
の

生
活
の
場
に
類
似
し
て

い
る
の
と
、
食
草
も

ビ
ル
街
の
花
壇

に
植
え
ら
れ
て

い
る
シ
ョ
ッ
カ

サ
イ
（
ム
ラ
サ

キ
ハ
ナ
ナ
）
で

あ
る
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。

キ
ア
ゲ
ハ
も
都

市
周
辺
に
増
え

始
め
た
蝶
で
す
。
こ
の
蝶
は
、
都
市
家
庭
菜

園
の
プ
ラ
ン
タ
ー
の
パ
セ
リ
等
を
食
草
に
分

布
を
広
げ
て
い
る
よ
う
で
す
。
昆
虫
の
中
に

も
、
人
工
の
環
境
に
再
適
応
し
て
生
活
の
場

を
広
げ
る
力
が
あ
る
の
に
は
驚
き
で
す
。�

　
春
に
一
度
だ
け
し
か
発
生
し
な
い
蝶
に
ツ

マ
キ
チ
ョ
ウ
が
あ

り
ま
す
。
翅
の
先

が
少
し
尖
っ
て
曲

が
り
、
雄
は
そ
こ

に
黄
色
、
雌
は
白

い
紋
が
あ
る
優
美

な
蝶
で
す
。
芦
屋

の
山
地
に
見
ら
れ
、
ふ
わ
り
と
し
た
柔
ら
か

い
飛
び
方
を
す
る
シ
ロ
チ
ョ
ウ
科
の
蝶
で
す
。�

　
春
に
見
ら
れ
る
蝶
の
中
に
は
、
成
虫
で
越

冬
し
て
春
に
再
び
姿
を
現
す
も
の
も
い
ま
す
。

ヒ
オ
ド
シ
チ
ョ
ウ
、
キ
タ
テ
ハ
、
テ
ン
グ
チ
ョ

ウ
な
ど
で
、
春
の
日
溜

り
で
体
を
暖
め
て
い
る

姿
を
見
か
け
ま
す
。
冬

越
し
の
間
、
翅
が
痛
ん

で
い
る
様
子
で
越
冬
蝶

と
分
か
り
ま
す
。�

　
「
春
の
女
神
」
と
い

わ
れ
る
ギ
フ
チ
ョ
ウ
は
、
食
草
の
カ
ン
ア
オ

イ
属
の
植
物
が
分
布

し
て
い
な
い
こ
と
も

あ
っ
て
、
残
念
な
が

ら
芦
屋
（
表
六
甲
）

で
は
見
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。�

　
　
芦
屋
市
河
川
環
境
モ
ニ
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
市
　
景
一�

スジグロシロチョウ�
の交尾�

都市菜園を基盤に分布を�
ひろげるキアゲハと幼虫�

春のみしか出現しない�
ツマキチョウ(雄)

越冬したヒオドシチョウ�

春
の
訪
れ
を
告
げ
る�

　
　
　
　
蝶
た
ち
　
い
く
つ
か�

―
―

都
市
に
再
適
応
す
る
蝶

―
―�

春の訪れを告げる�
モンシロチョウ�

「春の女神」�
　　ギフチョウ�

ゆ
る�

し
み
ゃ
く�

し
ょ
く
そ
う�

は
ね�

と
が�

第３次総合計画
(基本構想・基本計画)を頒布

さくら参道

演出／大森一樹（映画監督）　撮影／山口宏（写真家）　イラスト／なかにし和子

　今回からは『芦屋を歩く』と題し、芦屋の道シ
リーズをお届けします。
　初回は市民の皆さんからの愛称募集で決まった
「さくら参道」です。この道は岩園交番西北交差点
から芦屋霊園に続き、春には、桜が咲き乱れます。

４月７日(土)
午前11時～午後８時　　　縁　日
午後０時45分～１時　　　オープニング・セレモニー
午後１時～午後４時　　　イベント
午後５時～７時　　　　　第２回ワールドミュージックフェスタ

in  ＡＳＨＩＹＡ
４月８日(日)
午前11時～午後８時　　　縁　日
正午～３時30分　　　　　イベント
午後４時～７時　　　　　第２回ワールドミュージックフェスタ

in ＡＳＨＩＹＡ
午後７時～　　　　　　　さくらまつり協賛“海外旅行”抽選会

第13回　芦屋さくらまつり
第
3
次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト

問い合わせ　コミュニティ課　138-2007

らんまん

～春爛漫！好きです！桜も　人も　このまちも！～

　
平
成
二
十
二(

二
〇
一
〇)

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
て
、
「
知
性
と
気
品
に
輝
く
活

力
あ
る
国
際
文
化
住
宅
都
市
」
の
建
設
を
目
指
し
、
新
し
い
芦
屋
の
ま
ち
づ
く
り
が
こ
の

四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
二
十
一
世
紀
の
最
初
の
十
年
に
あ
た
り
、
芦
屋
市
の
発
展
の
基
礎
を
築
く
も
の
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
画
の
も
と
に
第
三
次
芦
屋
市
総
合
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
し

た
。
震
災
復
興
計
画
の
継
続
的
な
取
り
組
み
、
財
政
の
健
全
化
と
行
政
改
革
の
推
進
、
生

涯
学
習
社
会
に
お
け
る
教
育
の
充
実
を
直
面
す
る
重
要
課
題
と
し
な
が
ら
、
五
つ
の
「
ま

ち
づ
く
り
の
目
標
」(

基
本
計
画)

の
も
と
に
、
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　まちづくりの理念をご理解いただくために、
第３次総合計画(基本構想)の小冊子を、３月
31日の新聞折り込みで、お届けしました。集
会所等の公共施設にも配布しますので、ご利
用ください。

・Ａ４版　120ページ
・定価　2,000円(４月９日から市役所北館１
階・行政情報コーナーで頒布)

・郵送での申し込み
　現金書留で代金2,000円、返送用340円切手
同封の上、芦屋市企画課(〒659-8501 精道
町7-6)まで

新
し
い
芦
屋
の
ま
ち
づ
く
り

2
0
1
0
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
に

日　　時　４月７日(土)、８日(日)午前11時～午後８時
会　　場　芦屋川東側道路(大正橋～国道２号線)　

＊詳しい内容は、４月１日(日)の新聞折り込みチラシでお知らせ
します。

問
い
合
わ
せ
　
企
画
課
　
1
#8 

２
０
０
５

小冊子「第３次総合計画」
(基本構想)を配布

人口と面積〈平成13年３月１日人口〉■住民基本台帳＋外国人登録　総数86,090／男39,977／女46,113／世帯数36,746　■推計人口　総数84,286／男38,963／女45,323／世帯数34,419　〈面積〉18.57H

【有機無農薬野菜市】
1４月４・18日(水)10時30分～　
2ワークホームつつじ　0ワーク
ホームつつじ・藤川(122-7044)

てんこく

【篆刻入門教室】
1４月４日(水)13時30分～16時　
2市民センター　5月2,000円(印
材・資料分)　0坂本(138-2208)

【ソプラノとピアノの夕べ】
1４月７日(土)18時30分～　2図
書館エントランスホール　7飯山
友子、金澤佳代子　0図書館友の
会(123-1746)

【芦屋川カレッジ「学友会」
　総会とシャンソンのお知らせ】
4芦屋川カレッジ修了生(１期～17
期のかた)、過去の修了生もぜひご
参加ください　1４月９日(月)９時
40分～11時20分　2ルナ・ホール
5年間2,000円　9当日直接会場へ
0友田(132-6195)

【市民ハイキング】
1４月８日(日)８時30分～　2阪
神芦屋駅改札前　3菊水山　5920
円　6 弁当ほか　0 大山(1 31-
1923)夜間のみ

【おはなし作りの部屋】
1４月11・18・25日(水)10時～12
時　2図書館集会室　3作品の制
作、人形劇の練習　0プリン・國
川(132-4201)

【折り紙教室】
1４月11日(水)10時～12時　2図書
館集会室　4一般成人　6折り紙、
はさみ、のり　0段谷(134-2546)

【中高生のためのやすらぎの部屋】
1４月14・28日(土)13時～16時30
分2図書館集会室　4中高生　0
ヨッシーくらぶ・守上(123-6854)

【母と子のいこいの部屋】
1４月10・17・24日(火)10時～11
時30分　2図書館集会室　3母と
子が絵本や紙芝居を通しておはな
しに親しむ　0 バルーン・川上
(131-3588)

【浜風の家の催し】
3①第21回浜風コンサート～メロ
ディーベルのハーモニー②１日工
作教室～軍手でつくるネコちゃん
③クレヨンで絵画④コンピュー
ター講座～入門編⑤バルーンアー
ト⑥折り紙(百円塾)～こいのぼり　
1①４月１日(日)14時～15時②４月
14日(土)13時30分～15時③４月15
日(日)13時30分～15時④４月18日
(水)13時30分～14時30分⑤４月22
日(日)14時～15時30分⑥４月28日
(土)14時30分～16時、詳細は下記へ
2＆0浜風の家(135-5700)

【フォークダンス初心者講習会】
1５月７日(月)から毎週月曜日８
回、原則午前中　2市民センター
4市内在住・在勤の60歳未満の女
性　5１カ月2,000円、保険料450
円、テキスト代600円　6踊りやす
い服装・シューズ、筆記用具　9
＆0高橋(131-7771)

【福祉バザー】
　日用品・衣料・電気用品等バ
ザー用品の提供をお願いします。
1５月19日(土)･20日(日)　2芦屋
みどり福祉作業所　0芦屋みどり
福祉作業所･大沢(131-4001)

【ＥＭぼかしを使って元気な花を
　育ててみませんか】
　ＥＭ(有用微生物)ぼかしを使って
古い土を再生し、きれいな花を咲
かせましょう。ぼかしは500グラム
100円でおわけします　0芦屋福祉
作業所ユートピア(134-5626)

【芦屋ラグビースクール生募集】
1毎週日曜日　4市内在住の幼・
小・中学生　5半年4,000円　9＆
0事務局・山村(131-7610)

【クォーターテニス、ハピネスク
ラブメンバー募集(コーチ有)】

1毎週火曜日12時～14時50分　2
体育館･青少年センター　4市内在
住のかた５人　5入会金1,500円、
会費1,500円　0高橋(138-0981)

【芦屋川木曜コーラス男性会員
　募集】
1第２・４木曜日10時～11時30分
2市民センター音楽室　5月1,000
円　0廣利(123-2697)

　
三
月
十
日
の
芦
屋
国
際
文
化
住
宅
都
市

建
設
法
施
行
五
十
周
年
記
念
植
樹
祭
で
、

市
長
を
始
め
参
集
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

市
花
コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
希
産
種
ヤ

ブ
ウ
ツ
ギ
等
五
種
二
千
一
本
を
芦
有
ゲ
ー

ト
手
前
の
石
仏
谷
に
植
樹
し
ま
し
た
。

　
六
千
五
百
年
前
の
六
甲
山
は
深
い
森
で

し
た
が
、
草
木
の
収
奪
が
歴
史
的
に
続
け

ら
れ
、
明
治
十
四
年
四
月
、
植
物
学
者
牧

野
富
太
郎
博
士
が
高
知
か
ら
上
京
途
中
、

景
観
緑
化
活
動
に

　
　
　
　
参
加
し
ま
せ
ん
か

若
葉
町
　
村
上
　
敏
彦

山
を
見
て
「
初
め
は
雪
が
積
も
っ
て
い
る

は
げ
や
ま

と
思
っ
た
」
ほ
ど
の
禿
山
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
精
力
的
な
造
林
作

業
が
開
始
さ
れ
、
今
日
見
る
ま
で
の
緑
が

も
ろ

回
復
し
た
の
で
す
。
し
か
し
脆
い
花
崗
岩

の
崩
壊
は
各
所
で
続
き
、
植
物
の
侵
入
と

は
ば

生
育
を
阻
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
度
の
植
樹
は
国
内
初
の
貴
重
種
緑

化
の
試
み
で
す
。
こ
れ
を
機
に
石
仏
谷
が

素
敵
な
景
観
を
も
つ
市
の
名
所
に
な
る
こ

と
を
期
し
、
生
態
系
に
適
合
し
た
環
境
林

の
創
出
活
動
を
始
め
ま
す
。
活
動
に
参
加

希
望
の
か
た
は
下
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

け
い
こ

　
週
に
一
度
の
お
稽
古
に
通
っ
て
い
ま
す
。

八
歳
の
時
か
ら
十
五
年
、
さ
ま
ざ
ま
に
季

節
は
移
ろ
い
、
私
や
周
り
の
状
況
、
考
え

や
願
い
も
変
化
し
て
ゆ
き
ま
す
が
、
毎
週

●凡例…1日時(日程)、2会場・場所、3内容、4対象・定員、
　　　　5費用(記載の無い催しは無料)、6持ち物、7出演、8講師、
　　　　9申し込み、0問い合わせ

舞
楽
へ
の
想
い

松
ノ
内
町
　
西
村
　
紀
子

の
舞
楽
の
時
間
だ
け
は
静
か
に
流
れ
ま
す
。

　
ご
く
自
然
に
、
無
心
に
、
ひ
た
す
ら
繰

り
返
す
こ
と
で
少
し
ず
つ
高
ま
る
気
持
ち
。

ご
ろ

近
頃
よ
う
や
く
、
そ
の
よ
う
な
日
々
の
重

な
り
が
、
私
を
支
え
て
き
た
の
か
も
し
れ

な
い
と
、
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

い
に
し
え

　
千
四
百
年
の
古
、
中
国
と
朝
鮮
半
島
か

ら
わ
が
国
へ
伝
え
ら
れ
た
舞
楽
の
美
し
さ
、

は

悠
久
の
歴
史
に
想
い
を
馳
せ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
多
く
の
か
た
が
た
が
、
こ
の
豊
か

な
芸
術
に
触
れ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
、
心

か
ら
望
み
ま
す
。

　
昨
年
に
続
き
、
今
秋
の
市
民
ス
テ
ー
ジ

で
も
、
芦
屋
の
皆
さ
ま
に
舞
楽
を
ご
覧
い

た
だ
く
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
日
本
の

伝
統
的
な
芸
術
に
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
励
み
ま
す
。

　
舞
楽
の
深
い
魅
力
を
知
り
、
舞
人
と
し

て
学
び
た
い
と
思
わ
れ
る
か
た
を
募
っ
て

い
ま
す
。
興
味
を
お
持
ち
の
か
た
は
日
曜

の
午
前
、
春
日
集
会
所
で
の
お
稽
古
を
見

に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

うっすらと積もった雪の中、約120
人が植樹祭に参加しました

舞楽の優美な舞「親子蘭陵王」
＜共に撮影©林陽一＞

「
芦
屋
森
の
会
２
０
０
１
」

方
針
…
楽
し
み
な
が
ら
作
業
し
森
に
親
し
む

日
時
…
偶
数
月
の
第
三
日
曜
日(

雨
天
の
場

合
は
第
四
日
曜
日)

　
　
　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時

集
合
場
所
…
芦
有
ゲ
ー
ト

費
用
…(

年
会
費)

　
一
人
一
、
○
○
○
円

一
家
族
、
一
、
五
○
○
円

会
員
以
外
は
一
人
一
回
に
つ
き
三
○
○
円

の
こ

こ
て

持
ち
物
…
山
作
業
服
装
で
鎌
、
鋸
、
鏝
、

弁
当
、
飲
み
物

活
動
予
定

四
月
十
五
日

　
コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
の
見
学

四
月
〜
六
月

　
現
地
の
花
の
観
察
・
手
入
れ
、
六
甲
山

系
の
ヤ
ブ
ウ
ツ
ギ
の
分
布
調
査

八
月
〜
十
月

　
現
地
の
観
察
・
手
入
れ

十
二
月
〜
三
月

　
現
地
の
観
察
・
手
入
れ
、
ヤ
ブ
ウ
ツ
ギ

の
種
子
採
集
、
補
植
、
肥
培
管
理

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
村
上
敏
彦(

1
#1 

５
８
７
９)
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午後１時時15分�
～２時15分�

時間�
集合注射日程表�

市内の動物病院�

山麓公園：芦屋病院東側・和風園南側�

４月�
午後２時時45分�

～３時30分�
９日(月)�
10日(火)�
11日(水)�
12日(木)�
13日(金)

旧山手幼稚園前�
呉川公園�
岩園保育所東側�
中央公園�
東芦屋公園�

楠公園�
山麓公園�
津知公園�
三条公園�
奥池バス停前�

病院名� 住　所� 電話番号�
フジタ動物病院�
ブル動物病�
芦屋動物病院�
飯盛動物病院�
野口動物病院�

松ノ内町3-23�
茶屋之町4-11�
打出小槌町9-1�
南宮町12-24�
東山町2-6

131-6500�
123-5655�
122-3961�
138-5554�
132-1551

固定資産税・都市計画税(第１期)�
軽自動車税／特別土地保有税(保有分)�
個人市・県民税(普通徴収)(第１期)�
固定資産税・都市計画税(第２期)�
個人市・県民税(普通徴収)(第２期)�
特別土地保有税(取得分)�
個人市・県民税(普通徴収)(第３期)�
固定資産税・都市計画税(第３期)25日まで�
個人市・県民税(普通徴収)(第４期)�
給与支払報告書の提出／償却資産の申告�
固定資産税・都市計画税(第４期)�
特別土地保有税(取得分)�
個人市・県民税の申告  15日まで�
個人の事業所税(事業分)  15日まで�
固定資産課税台帳の縦覧�
個人市・県民税(特別徴収)�
法人の市民税／法人の事業所税(事業分)�
事業所税(新増設)

月�
４月�
５月�
６月�
７月�

８月�

10月�
12月�
翌年�
１月�

２月��
�
３月�
�
毎月�

随時�

市　　　　　税�

平成13年度特別徴収額(通常年度の４分の３相当額に軽減)　　　　　　　　　　　　(単位：円)

段　階� 区　分� 年　間�
保険料�

仮　徴　収　額�
４月� ６月� ８月� 10月� 12月� ２月�

第１段階�

第２段階�
第３段階�

第４段階�

第５段階�

生活保護受給者または、老齢
福祉年金受給者で世帯全員が
市民税非課税の場合�

本人が市民税課税者で合計所
得金額が250万円未満の場合�

本人が市民税課税者で合計所
得金額が250万円以上の場合�

世帯全員が市民税非課税の場合�
本人が市民税非課税の場合�

12,780

19,170
25,560

31,950

38,340

1,400

2,100
2,800

3,500

4,200

1,400

2,100
2,800

3,500

4,200

1,400

2,100
2,800

3,500

4,200

2,980

4,470
5,960

7,250

8,740

2,800

4,200
5,600

7,100

8,500

2,800

4,200
5,600

7,100

8,500

※平成12年度と保険料段階に変更のない場合の月割額。�

市税の納付は、
便利な口座振替で！

月　額 毎月納付額 １年前納 割引額
定額 13,300円 159,600円 156,770円 2,830円
定額＋付加 13,300円＋400円 164,400円 161,480円 2,920円

に在学している②申請者の生計を維持す
るかたが市内に居住(住民登録・外国人登
録)している③申請者の生計を維持するか
たの年間所得額が基準額以下である　9
＆0４月27日(金)までに市内の公立高校
在学者は各学校へ、そのほかの人は教育
委員会総務課(138-2085)へ

┃「のびのびパスポート」を配布します
　市内に住む小学生に、日・祝日、第２
・第４土曜日、春・夏・冬休みに神戸市
・阪神間・淡路島等の教育施設へ無料で
入館できる「のびのびパスポート」を新
学期に学校で配布します。市外の学校に
通う小学生は生涯学習課へご連絡くださ
い。郵送します。0生涯学習課(138-2091)

＜図書館の催し＞
9＆0図書館(131-2301)

┃子どもいきいきクラブ
1４月14・28日(土)10時～12時　3伝承
遊び・折り紙など　2図書館集会室　4
小学生＊当日直接会場へ
┃金曜シネサロン
1＆3４月６日「善人の条件」／13日
「ポセイドン・アドベンチャー」／20日
「無能の人」／27日「パピヨン」(いずれ
も金曜日)13時30分～　2図書館集会室
┃こどもおはなしの会・絵本の会
1４月７・14・21・28日(土)14時～15時
2図書館おはなしのへや、よみきかせの
へや　4３歳～小学生中心
┃打出分室こどもおはなしの会
1４月14日(土)15時～15時30分　2打出
教育文化センター１階和室　4４歳以上

┃パーソナルトレーニング
3マンツーマンでの運動指導、栄養指導
(全12回)　2体育館・青少年センター　
4６人　511,000円とトレーニング室使
用料　9４月15日(日)10時から体育館・
青少年センターで(先着順)　0文化振興
財団スポーツ振興課(131-8228)

＜谷崎潤一郎記念館からのお知らせ＞
0谷崎潤一郎記念館(123-5852)

┃「源氏物語」原典を読む講座
1４月23日(月)10時～12時　2市民セン
ター401室　53,600円(６回分)　8鈴木紀
子氏　＊当日直接会場へ
┃谷崎潤一郎作品朗読会
1４月５日(木)13時30分～15時　2谷崎
潤一郎記念館　3朗読グループRSTによ
る「細雪」　5300円(入館料)

┃芦屋病院院内コンサート
1４月25日(水)17時～18時　2芦屋病院
外来棟５階ホール　3 スプリングコン
サート　7飯山友子(ソプラノ)、金澤佳
代子(ピアノ)　0芦屋病院総務課管理係
(131-2156)

＜国際交流協会(ACA)の催し＞
9＆0国際交流協会(134-6340)

┃ACAセミナー「メキシコの世界遺産と
┃生活様式」
1４月３日(火)18時30分～20時　8Ｅ・
Ｓ・オスナ氏(海技大学校海外研修生)　
2ＡＣＡ　5会員500円、非会員1,000円
(お茶、お菓子つき)　430人＊スペイン
語で行います(ボランティア通訳付き)

┃写真展「難民として生きる」ビルマ、
┃エルサルバドル、ケニア、タンザニア
1４月２～８日(土曜除く)９時～17時30
分(火、木は20時、８日は16時まで)　2
ＡＣＡ
┃ACAトワイライトコンサート「夢の時
┃・印度的～ジプシーヴァイオリン」
1４月20日(金)18時～19時　7きのはら
しげこ　2ラ・モール芦屋１階広場

＜社会福祉協議会の催し＞
9＆0社会福祉協議会(132-7530)

┃高齢者こころの相談・健康相談
1４月11日(水)、19日(木)14時～16時　
2福祉会館
┃お茶のみ友達相談
1４月21日(土)９時30分～11時30分　2
福祉会館　4男性60歳、女性55歳以上の
独身のかた
┃第80回高齢者「会食懇談会」
1４月26日(木)12時～　2老人福祉会館
4市内70歳以上のかた、先着40人　5500
円　9４月４日(水)から上記へ

┃チャイルドシート等無償貸し出し
3ベビーシート30台を８カ月間、チャイ
ルドシート100台を１年間貸し出します
(１世帯どちらか１台限り)　4市内に居
住し６歳未満の乳幼児がいる世帯で、運
転免許を有し日常的に自動車を運転して
いるかた　9＆0往復はがきに、住所・
氏名・年令・電話番号、ベビーシートか
チャイルドシートの区別、幼児の氏名・
年令・身長・体重を記入し４月20日＜消
印有効＞までに芦屋交通安全協会(134-
0191  〒659-0065  公光町6-7　芦屋警察署
内)へ＊内容を審査の上、４月28日(土)13
時30分から芦屋警察署で抽選。結果は返
信用はがきで通知します。

┃芦屋市民ゴルフデー
1４月27日、６月29日、７月27日、９月
28日(いずれも金曜日)　4市内在住在勤
満20才以上(先着120人)　5４・９月…
13,110円、６・7月…11,610円(キャディ付
税別)　9＆0往復はがき(１枚で４人ま
で)で芦屋カンツリー倶楽部(131-0501  〒
659-0002  奥山1-25)へ

２/９～３/８までの受入順　(敬称略)
保健福祉部総務課取り扱い分
［社会福祉のために］
●10万円、芦屋国際ローンテニスクラブ
芦屋ハートフル福祉公社取り扱い分
●30万円、佐々木隆司
芦屋病院取り扱い分
●100万円・車椅子１台、匿名
社会福祉協議会取り扱い分
●1,000円、匿名●５万円、馬場恵蔵●
5,000円、K.N●1,000円、匿名

＜コミュニティ課からのお知らせ＞
0コミュニティ課(138-2007)

┃毎月第2火曜日は公正証書相談の日
1４月10日(火)13時～16時　2コミュニ
ティ課相談室　3公正証書に関する相談
┃毎月第3水曜日は行政相談の日
1４月18日(水)13時～16時　2コミュニ
ティ課内　3行政に関する意見・要望等

＜上宮川文化センター／児童センターの催し＞
9＆0上宮川文化センター(122-9229

〒659-0061  上宮川町10-5)
┃パソコンルームオペレーター募集
4ウィンドウズマシンでワード、エクセ
ル等の指導ができ、ネットワークの知識
のあるかた●勤務等…週１回午前中３時
間程度　時給1,500円　9＆0上記へ
┃シネポケット“ひゅーまん”
1＆3４月４日「ミュージック・オブ・
ハート」／11日「ラスト・オブ・モヒカ
ン」／18日「息子」／25日「フォレス
ト・ガンプ　一期一会」(いずれも水曜日)
13時30分～　2上宮川文化センター・視
聴覚室
┃女性トランポリン体験教室
1４月～６月の月曜日(全８回)13時45分
～14時45分　2 上宮川文化センター・
ホール　4市内在住の女性10人　51,000円
9４月10日(火)までに電話で上記へ
┃歌声ひろば募集
1月２回水曜日10時～11時30分　2上宮
川文化センター・視聴覚室　4市内在住
の母親15人　5年額2,000円　9４月10日
(火)までに電話で上記へ
┃小学生トランポリン教室
1月３回月曜日(全30回)15時～15時50分
2上宮川文化センター・ホール　4小学
１年生５人　9はがきに教室名(１教室に
つき１枚)、住所、氏名、生年月日(学年)、
電話番号を記入し４月６日(金)＜必着＞ま
でに上記へ＜応募多数は抽選＞
┃親子ミニトランポリン教室
1５月から月３回火曜日(全20回)①14時
～15時②15時15分～16時15分　2上宮川
文化センター・ホール　4３歳児(４月１
日現在)と保護者各10組※弟、妹の同伴不
可　9はがきに教室名(１教室につき１
枚)希望時間、住所、氏名、生年月日、電
話番号を記入し４月６日(金)＜必着＞まで
に上記へ＜応募多数は抽選＞
┃親子ひろば
1５月から週２回10時～11時30分　2上
宮川文化センター・遊戯室　4３歳児(４
月１日現在)と保護者32組　5月1,000円●
申し込み説明会…４月５日(木)①10時30
分～11時②14時～14時30分　0上記へ
┃歌声ひろばコンサート
1４月４日(水)14時～15時　2上宮川文
化センター・ホール　＊当日直接会場へ

＜福祉課障害福祉係からのお知らせ＞
0福祉課障害福祉係(138-2043  FAX38-2178)
┃身体障害者移動相談
1４月27日(金)９時30分～　2西宮市総
合福祉センター　4身体障害者手帳所持
の肢体不自由者
┃障害者相談日のお知らせ
1毎月第１金曜日(肢体)第２金曜日(知的)
第３金曜日(内部)第４金曜日(視覚・聴覚)
いずれも13時30分～15時30分　2市役所
南館１階福祉相談室　4身体障害者手帳
もしくは療育手帳所持者　3相談員によ
る障害者の生活相談

┃花と緑の講習会
受講者全員に花苗をプレゼントします
3①春です　花を植えましょう！！②種
から花や野菜を作ってみましょう③春の
花いっぱいのヘゴ板ガーデン　1①４月
11日(水)②４月16日(月)③４月27日(金)い
ずれも13時30分～15時30分　2緑の相談
所　8緑の相談員　4先着18人　5①無
料②1,000円③3,000円　9＆0①②４月９
日(月)③４月20日(金)までに、都市整備公
社みどりの課(138-2103)へ

＜住宅課からのお知らせ＞
0住宅課(138-2026)

┃隣地買い増し宅地規模拡大支援事業(利
┃子補給制度)の受付期間を延長します
　阪神・淡路大震災により滅失した住宅
を再建する際、宅地が狭小等の理由で十
分な広さの住宅を建設できない場合等に、
隣接地を購入するための借り入れに対し、
(財)阪神・淡路大震災復興基金から利子補
給が行われています。対象となるのは①
被災し、自らが居住する住宅を再建する
ため、隣接地を購入する②年間所得1,000
万円以下③自己用宅地(震災以前から現に
居住していた住宅の敷地)に関する権利(所
有権・借地権等)を有しているかたです。
この事業の受け付けを平成14年３月31日
まで延長します。
　9＆0上記、住宅課へ
┃高齢者住宅再建支援事業補助制度
┃受付期間を1年間延長します
　(財)阪神・淡路大震災復興基金の高齢者
住宅再建支援事業補助制度の受け付けが
平成14年３月31日まで延長されます。
　9＆0上記、住宅課へ
┃芦屋市災害復興住宅特別融資制度
┃受付期間を1年間延長します
　市が行っています災害復興住宅特別融
資制度の受け付けを平成14年３月31日ま
で延長します。9＆0上記、住宅課へ
┃民間賃貸住宅家賃負担軽減事業制度
┃をご利用のかたへ
　４月支払家賃より、補助金が現行３分
の１(限度額２万円)から６分の１(限度額
１万円)となります。
　また、平成14年４月以降は一定の条件
を満たすかたについて補助期間を平成17
年度まで延長します。(受け付けは終了し
ています)　0上記、住宅課へ

┃芦屋市奨学金申請の受け付け
4経済的理由により修学が困難で下記に
該当するかた①高等学校、中等教育学校

ろう

後期課程、高等専門学校、盲学校・聾学
校・養護学校の高等部、これに準ずる学
校の高等部、または大学(大学院は対象外)

●凡例…1日時(日程)、2会場、3内容、4対象・定員、5費用(記載の無い催しは無料)、8講師、7出演、6持ち物、9申し込み、0問い合わせ

■日時　４月14日(土)午後６時30分開演(午後６時開場)　■会場
ルナ・ホール　■出演　芦屋少年少女合唱団、ウルマーシュパッ
ツェン　■内容　南ドイツ屈指の合唱団と芦屋少年少女合唱団が
歌の国際交流　■入場料　1,000円(前売
り・当日とも)全席自由席。前売り券売り
切れの場合、当日券は発売しません。　■
チケット発売所　モンテメール大蓄、市民
センター内グリル業平、文化振興財団、芦
屋少年少女合唱団事務局

■日時　６月１日(金)午後６時30分開演(午後６時開場)　■会
場　ルナ・ホール　■出演　綾戸智絵(ヴォーカル、ピアノ)　
■内容　現在注目度No.1の綾戸智絵のジャズ
コンサート　■入場料　(前売)5,000円、(当
日)5,500円。全席指定。前売り券売り切れの
場合、当日券は発売しません。未就学児童の
同伴、入場はご遠慮ください。　■チケット
発売日　４月８日(日)から発売開始　■チ
ケット発売所　モンテメール大蓄(店頭発売
のみ)、文化振興財団(４月８日、９日は店頭販売のみ)、チケッ
トぴあ、ローソンチケット問い合わせ　文化振興財団　131-4962

芦屋少年少女合唱団とウルマーシュパッツェン
交歓コンサート

綾戸智絵コンサート in Ashiya
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

■対象　スポーツ活動、文化
活動、ボランティア活動、地
域活動、指導活動等を行う５
人以上のアマチュア団体
＊詳細資料、加入依頼書は海
浜公園プール、体育館青少
年センター、市役所にあり
ます。

スポーツ安全保険に
加入しませんか

問い合わせ
スポーツ・青少年課

122-7910

ラポルテ市民サービスコーナー(131-
3130)は、ラポルテ本館休館日のため、
４月12日(木)、19日(木)は休業します

お   し   ら   せ

寄　　　付

問
い
合
わ
せ
　
介
護
保
険
課
　
1
#8 

２
０
４
６

■日程　５月９日～平成14年３月６日、水曜日、必修(36回)：午
前10時～11時30分、選択(３週間に１回、全15回)：午後１時15分
～２時45分　■会場　市民センター401室ほか　■定員　ふるさ
とコース35人、生活コース30人、探求コース35人　■対象　市内
在住の満60歳以上で初めて受講する人　■受講料　年間5,000円

問い合わせ 　公民館　135-0700 (〒659-0068  業平町8-24)

　
平
成
十
二
年
度
分
の
介
護
保
険

料
を
特
別
徴
収(
年
金
か
ら
の
天

引
き)

の
方
法
に
よ
り
納
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
か
た
で
、
引
き
続

き
四
月
一
日
現
在
に
芦
屋
市
に
在

住
の
か
た
は
、
四
月
か
ら
九
月
ま

で
に
つ
い
て
は
平
成
十
三
年
二
月

分
と
同
額
の
月
割
保
険
料
額
を
年

金
か
ら
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
こ
れ
を
「
仮
徴
収
」
と
い
い

ま
す
。

　
仮
徴
収
を
行
う
の
は
、
平
成
十

三
年
度
の
年
額
保
険
料
の
決
定
が

市
民
税
賦
課
決
定
後
の
六
月
中
旬

以
降
と
な
る
た
め
で
あ
り
、
十
月

か
ら
三
月
に
正
式
な
特
別
徴
収

(

本
徴
収)

を
行
い
ま
す
。

　
十
月
か
ら
三
月
ま
で
の
特
別
徴

収(

本
徴
収)

の
月
割
保
険
料
額
は

年
額
保
険
料
か
ら
四
月
か
ら
九
月

ま
で
に
徴
収
し
た
仮
徴
収
額
を
差

し
引
い
た
額
と
な
り
ま
す
。

　
特
別
徴
収
の
対
象
の
か
た
へ

は
、
四
月
初
旬
に
「
仮
徴
収
の
通

知
書
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

  

ま
た
、
普
通
徴
収(

銀
行
や
郵
便
局
の
窓

口
で
納
付)

の
対
象
の
か
た
へ
は
七
月
に

「
平
成
十
三
年
度
介
護
保
険
料
納
付
通
知

書
」
を
お
送
り
す
る
予
定
で
す
。

　
特
別
徴
収
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
て
い

る
か
た
が
、
転
出
ま
た
は
死
亡
等
に
よ
り

資
格
喪
失
さ
れ
た
場
合
、
年
金
か
ら
の
徴

収
を
止
め
る
た
め
、
年
金
保
険
者
へ
も
住

所
変
更
お
よ
び
死
亡
の
届
け
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
た
、
年
金
か
ら
の
徴
収
を
止
め
る
た

め
に
は
、
二
〜

三
カ
月
程
度
か

か
り
ま
す
の
で

ご
了
承
願
い
ま

す
。

平成13年度の国民年金保険料が据え置かれます
―４月からも月額13,300円、付加保険料は400円 ―

問い合わせ　保険年金課年金係　138-2036

＊前納すると割引されます(６カ月前納もあります)。今年度から、前納する場
合の控除額が変更されました。

介
護
保
険
料  

特
別
徴
収
の
お
知
ら
せ

納税通知書等の発送予定日
固定資産税・都市計画税 ４月４日(水)
軽自動車税 ５月１日(火)
個人市・県民税(特別徴収) ５月中旬
個人市・県民税(普通徴収) ６月上旬

市税カレンダー
　平成13年度のおもな市税の納
期等は、左記のとおりです。そ
れぞれの納期までに、納付いた
だきますようお願いします。

　このコンクールは、花と緑につつまれた美しい県土づ
くりをすすめるため、兵庫県の主催で家庭や職場、学
校、自治会等で育てられている花や緑の優良事例に対し
て表彰されるものです。
　芦屋市からは20件の応募があり、次の11の賞を受賞し
ました。
◆受賞者◆
兵庫県議会議長賞 潮見幼稚園
兵庫県教育長賞 朝日ヶ丘小学校
審査委員会特別賞 岩田英子氏
(社)兵庫県私学総連合会賞 朝日ヶ丘幼稚園
日本放送協会神戸放送局長 精道小学校
読売新聞大阪本社賞 アステム芦屋

Ａ・Ｂ棟管理組合
兵庫県フラワーセンター園長賞 山手中学校

西山幼稚園
岩園小学校

兵庫県フラワーセンター賞 浜風幼稚園
打出浜小学校

第18回　ひょうご花と緑のコンクール

受賞者が決まりました
問い合わせ　公園緑地課　138-2065

狂
犬
病
予
防
注
射
と
犬
の
新
規
登
録
の
お
知
ら
せ

■
持
参
す
る
も
の
　
通
知
は
が
き(

犬
の
登

録
を
し
て
い
る
か
た
に
送
付
し
て
い
ま
す)

問い合わせ　課税課管理係　138-2015

さ
え
て
く
だ
さ
い
。

・
日
時
、
会
場
を
確
認
の
上
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
犬
の
登
録
事
務
お
よ
び
狂
犬
病
予
防
注

射
以
外
の
業
務
は
、
従
来
ど
お
り
兵
庫
県

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー(

1
０
６
―

６
４
３
２
―

４
５
９
９)

で
行
っ
て
い
ま
す
。

(

注)

保
健
所
で
は
、
動
物
に
関
す
る
業
務

は
一
切
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

■日程　Ａコース「神も仏もある日本－宗教と
文化のかかわり」５月21日～平成14年3月18日
(月曜日)／Ｂコース「もっと知りたい！アメリ
カ―多文化社会の理想と現実」５月10日～平成
14年３月14日(木曜日中心)　いずれも全10回午
前10時～11時30分　■会場　市民センター401室
■対象　芦屋川カレッジの修了生■定員　各コー
ス100人　■受講料　年間2,000円

■対象　芦屋川カレッジの修了生　■定員　ふるさとコース、生
活コース、探求コース各30人　■受講料　年間2,000円

■申し込み　往復はがきに、①希望事業名(１コースに限る)②住所③氏名④電話番号⑤年齢⑥性別⑦第２希望があれば
そのコース名⑧芦屋川カレッジの申し込みは生年月日(それ以外は修了期を明記)を記入し４月10日(火)＜消印有効＞ま
でに公民館へ郵送。応募者多数の場合抽選

芦屋川セカンド・カレッジ
　仲間づくり、健康づくりの楽しい体操に参
加しませんか？
期　間　４月20日～平成14年３月22日(42回)

毎週金曜日　午前10時～11時30分
会　場　老人福祉会館大広間

(市民センター別館)
対　象　市内在住満60歳以上で初めて受講の

かた40人
参加費　2,000円(社協会員1,000円)
申し込み　４月５日(木)午前10時から印鑑持

参で社会福祉協議会窓口へ

芦屋川カレッジ(高齢者大学)第18期生募集高齢者体操教室

問い合わせ　社会福祉協議会　132-7530

問
い
合
わ
せ
　
環
境
管
理
課
　
1
#8 

２
０
５
０ 　申し込みは「口座振替納付依

頼書」(市内の金融機関の窓口
に用意しています)に必要事項
を記入の上、ポストへ投函して
ください。
　口座振替のできる税金は、個
人市・県民税(普通徴収)、固定
資産税・都市計画税、軽自動車
税です。
　共有名義の固定資産税・都市
計画税の納付を口座振替で申し
込まれる際は、「口座振替納付
依頼書」に共有代表者の氏名の
ほかに「外○名」の記載を必ず
お願いします。

■
費
用(

一
頭
に
つ
き)

　

登
録
済
み
の
犬
三
千
二
百
円
、

注
射
と
新
規
登
録
の
犬
六
千
二
百
円

■
注
意
事
項

・
注
射
の
前
に
は
、
必
ず
犬
の
健
康
状
態

を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

・
以
前
に
予
防
注
射
に
よ
り

ア
レ
ル
ギ
ー
や
け
い
れ
ん

発
作
を
起
こ
し
た
こ
と
の

あ
る
犬
、
老
犬(

十
歳
以

上)

、
妊
娠
犬
、
攻
撃
性
の

あ
る
犬
な
ど
は
、
事
前
に

動
物
病
院
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

・
会
場
に
来
ら
れ
な
い
場
合

は
、
必
ず
六
月
末
日
ま
で

に
動
物
病
院
で
受
け
て
く

だ
さ
い
。

・
注
射
の
時
に
は
、
犬
を
押

芦屋川カレッジ聴講生

体育館・青少年センター競技場開放日
1４月14・28日(土)10～17時、１時間単位
4市内の青少年、保護者　0体育館・青
少年センター(131-8228)



夜間(17：00～9：00)水道修理工事当番表【4月】

問い合わせ　水道部工務課維持係　138-2083

●平日の昼間は水道部へお尋
ねください

●土・日・祝日は市役所へお
尋ねください

●夜間の修理は
　右の業者が待機しています

水道の修理は
「芦屋市指定水道工事事業者」へ

・芦屋病院�
　1：31-2156�
・保健センター�
　1：31-1586

・芦屋健康福祉事務所�
　1：32-0707�
・環境サービス課�
　1：22-2155

広報あしや●2001年（平成13年）4月 1日号　No. 817
63

健�康�カ�レ�ン�ダ�ー�4/1s5/5
内　　　容� 日　　時� 対象・経費・その他�

ツベルクリン反応検査�
ツ反判定・BCG接種�
�

貧血検査�

健康チェック�
（予約制）�

栄養相談（予約制）� 24日9:30～11:00
小児から高齢者まで�
生活習慣病他（無料）�

健康相談�

妊娠お産の相談室�
（予約制）�

16日�
13:30～16:00

1歳児健康診査�

4カ月児健康診査�

委託医療機関で実施�H12.4月生まれ（無料）�

6月分予約受付中�
9:15～�

4月分予約受付中�
9:30～10:30

35歳以上（成人病予防11�
項目5500円）�

骨粗しょう症健診�
（予約制）�

20歳以上（1000円）�
超音波法�

H11.10月生まれ（無料）�

H9.12月生まれ（無料）�

内　　　容� 日　　時� 対象・経費・その他�

11･25日�
13:00～14:00�
場所  保健所�

H12.12.1～15生まれ�
H12.12.16～31生まれ�
(無料)

1歳6カ月児健康診査�

3歳児健康診査�

19日13:00～14:00�
場所  保健センター�

5日13:00～14:00�
場所  保健所�

16歳以上→胸部X線・血�
圧・検尿（無料）40歳以上�
→前記の他 心電図・血液�
検査（400円）・歯科検診�
妊婦→血液検査（予約制）�

16歳以上（130円）�

成人を対象に医師による�
相談（無料）�

胃がん検診（予約制）�

10･24日�
13:00～15:00

子宮（頸部）がん検診�
乳がん検診�

30歳以上。子宮がん（1000�
円）乳がん（400円）�

随時（医療機関で診�
療時間内の午前中）�

大腸がん検診� 40歳以上（800円）、採便容�
器を渡し、とり方の説明�

受付随時。提出日：3･10�

17･24･ ／日午前中�

16･23日�
9:15～10:30

35歳以上（1000円）�

16日�
18日�
13:30～14:30

3カ月～4歳未満児（母子�
健康手帳・申し込み書・�
体温計持参（無料）�

助産婦による相談（無料）�

育児相談� 16日9:30～10:30
主に乳児、母子健康手帳持参�
身体計測子育て相談（無料）�

なかよし育児教室�
（予約制）�

23日9:45～11:30
6～7カ月児�
母子健康手帳持参（無料）�

新生児訪問指導� 随時� 出生連絡票返送者�

アレルギー相談�
（予約制）�

アレルギー健診�
（予約制）�

9日 9:30～10:30 アトピー性皮膚炎等の�
相談�

26日 �
13:30～14:30

小児を対象に医師による�
健診�

在宅ねたきり予防�
訪問指導�

在宅ねたきり者�
歯科訪問指導�

市民健診�
（肺がん検診40歳以上）�

在宅で40歳以上の療養者�
（無料）�

在宅で60歳以上の寝たき�
り、準ずるかた（無料）�

随時、�
保健センターに�
お申し込みください�

保健センター�

内　　　容� 日　　時� 対象・経費・その他�

3歳児心の健診� 満3歳児�
しつけ子育て相談�

10･17日�
9:00～10:45

子ども心の相談�
（予約制）�

ことばの遅れ、しつけ�
相談（児童精神科専門医）�

10日�
13:30～14:30

療育相談（予約制）�
子どもの発達について、�
専門医による相談�

一般健康相談（予約制）�
（事業所健診は申込）�

有料。入学・就職等の診断�
書作成  診察  尿･血液検査･�
X線･心電図･HIV検査�

芦屋健康福祉事務所（芦屋保健所）�

市民健診、各種がん検診は70歳以上無料（要認印）�

9日�
13:30～14:30

6･20日�
13:00～14:00

内　　　容� 日　　時� 対象・経費・その他�

老人の痴呆、不眠等相談�
（専門医と保健婦）�

心の相談（予約制）�
うつ、ノイローゼ、不眠、�
アルコール等専門医の相談�

17日�
13:30～14:30

アルコール問題に悩んで�
いる家族（要事前連絡）�

13日�
10:00～12:00

アルコール依存症�
家族会�

あじさいの会（痴呆性�
老人家族会）�

おとしより心の相談�
（予約制）�

介護者のつどい�
託老希望者は要事前連絡�

16日�
13:30～15:30

専門栄養相談�
（予約制）�
（栄養表示基準につい�
　ても含む）�

3･10日�
10:00～12:00

歯の無料相談と健診� 18日13:00～14:30 歯科医師会館（無料）�

4日�
13:30～14:30

検便（赤痢、Ｏ157等）�
水質検査�

有料。特殊項目水質検査�
などは第1・3月曜日�

毎週月・火・水曜日�
9:00～12:00

対象：中等度以上の肥満、高
血圧、高脂血症等3種類以上
の危険因子を有する方、食物
アレルギーにより除去食を余
儀なくされている方等�

131-1586　阪神芦屋駅から北へ200m

132-0707　国道２号線業平橋東へ150m

6日�
9:30～10:30
血液検査前�
4時間絶飲絶食�

5 1

店　名� 当番日�TEL

#神明商会�

東山商会�

中央水道工務所�

原田商会�

越智商会�

@大阪商会�

伸興設備@�

西岡設備工業所�

前忠工業!

!みなと設備�

22-3565�

31-1882�

22-3552�

22-0706�

22-3708�

32-6302�

22-0379�

22-6900�

31-8548�

0798-34-7941

１、11、21�

２、12、22�

３、13、23�

４、14、24�

５、15、25�

６、16、26�

７、17、27�

８、18、28�

９、19、29�

10、20、30

国道２号線�

鳴尾御影線�

業平橋�
交　番�

阪神芦屋駅�

芦屋市役所�

芦屋警察署�

← 至神戸�

N

芦
　
屋
　
川�

至大阪 →�

区分�
平成12年�
平成11年�
増　減�

件数�死者�傷者（重傷）�物損事故�
439�
385�
＋54

1�
4�
－3

1753�
1616�
＋137

546�
468�
＋78

（26）�
（18）�
（＋8）�

Ｂ１階　柔剣道場
　１階　受け付け・
　　　　警務課・
　　　　会計課・
　　　　地域課
　２階　生活安全課・交通課 ・防犯協会
　　　　交通安全協会・自家用自動車協会
　３階　刑事課・警備課

朝日ケ丘集会所�
三条公園�
三条町34番地先�
旭化成�
西山幼稚園前�
奥池集会所前�
朝日プラザ�
山手１番館�
和風園�
営林署官舎前�
レックス�
マンション�
喜楽苑�
南芦屋浜病院前�
陽光町市営住宅前�
陽光町県営住宅前�
打出集会所前�
エルホームあしや�

毎週木曜日�
隔週木曜日�
隔週木曜日�
隔週木曜日�
隔週木曜日�
隔週木曜日�

隔週木曜日�
�

隔週金曜日�
隔週金曜日�

毎週金曜日�
�

隔週金曜日�
隔週金曜日�
毎週金曜日�
毎週金曜日�
隔週金曜日�
隔週金曜日�

５、12、19、26�
５、19�
５、19�
５、19�
12、26�
12、26�

12、26�
�
６、20�
13、27�

６、13、20、27�
�
６、20�
13、27�
６、13、20、27�
６、13、20、27�
６、20�
13、27

ステーション� 曜日� ４月�

コース� 講習日� 時間�
Ｋ41　土曜日午前６回�
Ｋ42　土曜日午後６回�
Ｋ43　水曜日夜間６回�
Ｋ51　月曜日午前午後�
Ｋ52　３日間集中(水・木・金)�
Ｋ61　木曜日午後４回�

４月21日～５月26日�
４月21日～５月26日�
４月25日～５月30日�
５月７日・14日・21日�
５月30日～６月１日�
６月７日～28日�

午前９時30分～11時30分�
午後１時30分～３時30分�
午後７時～９時�
午前９時30～午後３時30分�
午前９時30分～午後３時30分�
午後１時～４時�

講座名／講座内容／講師� 日時・会場� 定員・受講料�
■幼児教育学級―親子共々健やかな心と体を育てる�
パンの花づくり／堀田博子氏(パンの花ジュンコフローラスクール代表)�
子どもの食生活とおやつ(実習)／名村靖子氏(管理栄養士)�
子どもの育ちを理解する／横川和章氏(兵庫教育大学)ほか�

５月11日～６月13日�
全６回、水曜日中心�
午前10時～11時30分�
203室ほか�

30人�
1,000円�
託児あり�
材料費900円�
120人�
1,000円�
託児あり�

60人�
1,000円�
託児なし�

100人�
1,000円�
託児なし�

５月17日～７月５日�
全７回、木曜日�
午前10時～11時30分�
401室ほか�
５月12日～６月９日�
全５回、土曜日�
午前10時～11時30分�
301室ほか�
４月28日～９月22日�
全６回、土曜日�
午後２時～３時30分�
401室ほか�

■楽しく生きるための講座�
芸術への招待―ザ・宝塚からシンガーへ／明日香都氏(シンガー) �
暮らしの法律学／岩本洋子氏(弁護士)�
20世紀の探検家が果たした役割／藤木高嶺氏(探検家)ほか�
■日本経済を考える�
日本経済の問題点①―不況の内実とゆくえ／保坂直達氏(流通科学大学)�
日本経済の問題点②―日本の雇用のゆくえ／菊本義治氏(神戸商科大学)�
日本経済の問題点③―これからの生活設計／水島一也氏(神戸大学)ほか�
■世界はニュースだけではわからない(時事経済解説)�
①世界の平和と日本の外交－21世紀の課題／家正治氏(姫路獨協大学)�
以降のテーマ・講師は直前回にお知らせします。�

接種方法�

集団接種�ポリオ�
ツ反・BCG

生後３カ月以上～90カ月�
生後３カ月以上～48カ月�
�１期初回 生後３カ月以上～90カ月�
１期追加 生後３カ月以上～90カ月�

１期初回 生後６カ月～90カ月�
１期追加 １期初回終了後１年�
２期　　 ９歳以上～13歳未満�
３期　　 14歳以上～16歳未満�

11歳以上～13歳未満�
生後12カ月～90カ月�

生後12カ月～90カ月�
12歳以上～16歳未満�

生後３カ月～18カ月�
生後３カ月～12カ月�
�生後６カ月～12カ月�
１期初回接種後12～18カ月�

３歳�
４歳�
小学４年生�
中学３年生�

小学６年生�
生後12カ月～24カ月�

生後12カ月～36カ月�
中学３年生�

２回�
１回�
３回�
１回�

２回�
１回�
１回�
１回�

６週以上�

３週～８週�

１週～４週�

１回�
１回�

１回�
１回�

５月、11月�
年６回�

通年�

通年�

通年�
通年�

通年�

三種混合�

日本脳炎�

風しん�

二種混合�
はしか�

個別接種�

接種名� 接種対象年齢� 標準的接種年齢� 回数� 間隔� 接種月�

　　　　　   町　名・地　域
山芦屋・西山・西芦屋　　
朝日ケ丘(2―4、3―5、4―5・6・7を除く)
伊勢・竹園・浜芦屋・松浜
月若・三条・平田・奥池・奥池南
茶屋之・大桝・公光・業平・上宮川
宮塚・平田北
楠・春日
六麓荘・岩園
船戸・松ノ内・清水・前田
山手・奥山・三条南
東山・東芦屋
打出小槌・若宮・打出
大東・呉川
翠ケ丘
南宮・西蔵
大原・親王塚
朝日ケ丘(2―4、3―5、4―5・6・7)
津知・川西・精道・宮川
浜
高浜１～４
高浜５～10
若葉１～３・緑
若葉４～７
浜風・新浜・陽光
潮見

「下水」の水質検査結果　下水処理場132-1291

用語の説明　【ＰＨ】水素イオン濃度。酸性度を示し７が中性。７より大きいほ
どアルカリ性が、小さいほど酸性が強い　【ＳＳ】不溶性の固形物。水質汚染の
原因になる　【ＢＯＤ】生物化学的酸素要求量。数値が高いほど有機物が多い。�

試験日�
項　目� 2月21日（水）� 3月7日（水）�

晴　れ�
10.5

曇　り�
8.0

15.5�
7.2�
42   �
91   �

24000 

流入水�
16.5�
6.9�
2   �
7   �

N.D   

処理水�
16.0�
7.3�
32   �
67   �

20000 

流入水�
15.5�
7.1�
4   �
8   �

N.D   

処理水�

活性汚泥�
法処理に�
よる基準�

5.8～8.6�
70以下�
20以下�
3000以下�

�前　日　晴　れ�
前々日　晴　れ�

前　日　晴　れ�
前々日　晴　れ�

天　　　　　　候�
気　　　温 （:）�
検　水　名�
水　　　温 （:）�
Ｐ　　　Ｈ�
Ｓ　　　Ｓ（M /R）�
Ｂ　Ｏ　Ｄ（M /R）�
大腸菌群数（個/P）�

備　　　　　　考�

芦屋のお花見

石のなかに咲くサクラ
地域計画家　三宅正弘

アン タ ン テ

●芦屋市の予防接種のご案内

○集団接種は保健センターで行います。日程は広報でお知らせします。
○個別接種は市内予防接種受託医療機関で受けてください。申込書は医療機関にあります。必ず母子健康手帳を
持って行きましょう。

○市外の学校園に通学、通園されているかたも受託医療機関で受けてください。
○三種混合は、ジフテリア、破傷風、百日咳。二種混合は、ジフテリア、破傷風です。

問い合わせ　保健センター

●芦屋病院健康教室
第４回テーマ「肝硬変」
①「肝硬変とのつきあい方」桐山和雄内科主任医長
②「あなたの肝臓に併せた食事の工夫」
　　　　　　　　　　　　　澤田かおる管理栄養士
③「こんな症状のときにはこんな薬を」
　　　　　　　　　　　　　　　鈴木知佐子薬剤師
日　時　４月18日(水)午後１時30分～３時
会　場　芦屋病院外来棟５階外科側(東側)ロビー
問い合わせ　芦屋病院総務課管理係

●糖尿病教室
日　時　４月13日(金)午後１時30分～３時
会　場　芦屋病院南病棟１階講義室
テーマ　「気になりませんか？糖尿病」
　　　　　　　　　　　　  　糖尿病教室スタッフ
問い合わせ　芦屋病院栄養科

●楽しいリハビリ教室
　病気やケガその他の原因で身体機能が低下したか
たにご利用いただけます。
日　時　毎週金曜日　午後１時30分～３時30分
会　場　芦屋市医師会医療センター３階
内　容　医師、理学療法士、トレーナー、保健婦等

による体操・レクリエーション・創作活
動・健康チェック・健康相談等

対　象　介護保険を利用されない40歳以上の市内在
住のかた(送迎はありません)

問い合わせ　保健センター

●献血のお知らせ
日　時　４月10日(火)午前10時～午後３時30分

※昼休み：正午～午後１時　
会　場　保健センター
問い合わせ　保健センター

■日曜・祝日救急当番医
●内科・小児科　９：００～１７：００
　　　　休日応急診療所 1２１－２７８２
(芦屋市医師会医療センター内、公光町5-13 １階)
●歯科　９：００～１２：００
　　　　芦屋市歯科医師会 1２３－６４７１
４/１日 原田歯科医院 1３１－３０３３
４/８日 マキハタ歯科医院 1２２－３２３３
４/15日 藤本歯科医院 1３１－４１９３
４/22日 藤田歯科診療所 1２５－０６４６
４/29日 増田歯科医院 1２２－５３５９
４/30日 歯科松木医院 1２３－８８１１
５/３日 坪内歯科医院 1２２－１７１２
●夜間在宅輪番
※金曜日20時～23時は下記の通り。(　)内は診療科目
 ４/６日 永松クリニック(外) 1３２－３３９９
 ４/13日 山下医院(内、外) 1２２－５１２４
 ４/20日 福岡外科(外) 1３１－５５８８
 ４/27日 井崎医院(内) 1２２－２３１７
 ５/11日 荻野医院(外) 1２３－６２２６
※金曜日23時～翌日７時、金曜日以外の20時～翌日７時
は南芦屋浜病院(1２２－４０４０)
●耳鼻咽喉科・眼科の急病診療
　診療日…日曜・祝日、9時～16時
　場　所…尼崎医療センター
　　　　　(尼崎市水堂町3-15-20  106-6436-8701)

大型ごみの収集日
　灯油缶より大きいものを目安にしてください。自転車を
出す場合には、必ず「不用品」と張り紙をしてください。
ステーション付近にはごみ以外は置かないでください。

  ５月
　　７
　　８
　　９
　　10
　　11
　　12
　　14
　　15
　　16
　　17
　　18　
　　19
　　21
　　22
　　23
　　24

　　25
　　26
　　28
１　29
２　30
３　31
４
５

  ４月
　　９
　　10
　　11
　　12
　　13
　　14
　　16
　　17
　　18
　　19
　　20
　　21
　　23
　　24
　　25
　　26

　　27
　　28
２　30
３
４
５
６
７

問い合わせ　道路課　138-2063

　
桜
の
季
節

に
な
り
ま
し

た
。
今
年
の

お
花
見
は
ど

こ
へ
お
出
か

け
で
し
ょ
う

か
。
と
こ
ろ

で
芦
屋
で
は
、

一
年
中
、
サ

ク
ラ
色
を
楽

し
め
る
こ
と

を
ご
存
じ
で
し
た
か
。
そ
れ
も
何
千
万
年

も
の
間
、
色
づ
き
続
け
た
も
の
で
、
街
の

い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
ロ
ッ
ク

ガ
ー
デ
ン
や
城
山
に
登
れ
ば
一
面
に
散
ら
ば

り
、
ま
た
街
の
石
垣
に
積
ま
れ
た
石
や
、
地

面
の
砂
の
粒
を
よ
く
見
れ
ば
わ
か
り
ま
す
。

　
そ
の
色
の
正
体
は
、
岩
山
・
六
甲
山
の

仕
業
で
、
六
甲
山
の
岩
（
六
甲
花
崗
岩
）

が
サ
ク
ラ
色
を
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
実

際
に
は
、
こ
の
サ
ク
ラ
色
の
粒(

長
石)

と
、

白
色
の
粒(

石
英)

、
黒
い
粒(

黒
雲
母)

な
ど

が
混
じ
っ
て
ま
す
。
御
影
石
と
は
こ
の
石

の
こ
と
、
地
名
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
六

甲
山
が
本
場
で
、
昔
か
ら
の
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
こ
の
明
る
い
色
が
喜
ば
れ
て
き
た
の

で
す
。
芦
屋
の
街
と
は
、
そ
の
岩
が
く
だ

け
て
で
き
た
場
所
で
あ
っ
て
、
そ
の
地
面

が
も
と
の
石
の
色
を
し
て
い
る
の
で
す
。

　
谷
崎
潤
一
郎
は
作
品
の
な
か
で
、
六
甲

山
麓
の
風
景
を
「
洗
い
出
し
た
や
う
な
綺

麗
な
土
の
色
が
珍
し
か
っ
た
。
白
い
の
は

地
面
ば
か
り
で
な
く
、
川
床
の
沙
や
」
と

し
、
遠
藤
周
作
も
ま
た
同
じ
よ
う
に
「
土

地
の
色
も
白
く
」
と
書
い
て
い
る
。
東
京

の
よ
う
な
黒
い
地
面
と
比
べ
れ
ば
わ
か
り

ま
す
。

　
子
供
の
頃
、
私
は
こ
う
し
た
芦
屋
の
色

が
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
後
に
、
地
方
に
よ
っ
て
色
が
違
う

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
今
は
、
こ
の
色
を

芦
屋
の
街
づ
く
り
に
活
か
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
春
完
成
し
た
若
宮
町
の

宮
川
沿
い
の
広
場
に
も
、
サ
ク
ラ
色
を
し

た
芦
屋
の
自
然
の
石
で
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し

◆◇◆ 春の公民館講座 ◆◇◆

問い合わせ　公民館　135-0700 (〒659-0068  業平町8-24)

■申し込み　往復はがきに(複数の講座も１枚のはがきで可)①講座名②住所③氏名④電話番号⑤年齢⑥性別を記入し
４月10日(火)＜消印有効＞までに公民館へ郵送。応募者多数の場合抽選(市内在住優先)､定員に満たない場合は､引き
続き先着順で受け付け　■受講料　講座の初回に各講義室で。受講料は全回通しの金額。受講料の返金はできません
■託児　２歳児以上就学前の幼児。はがきに託児希望と記入してください

◇◆◇ＩＴ(インターネット技能)講習 ◇◆◇

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目
的
と
す
る
事
業
に

出
場
す
る
市
民
に
対
し
、
助
成
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

□
交
付
種
目

(

１)

国
際
交
流
事
業

　
市
内
の
青
少
年(

二
十
四
歳
以
下)

が
外

国
の
国
民
と
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
等
を
通

じ
、
相
互
理
解
と
友
好
を
深
め
る
事
業

(

２)

国
内
交
流
事
業

　
次
に
掲
げ
る
団
体
が
主
催
す
る
交
流
大

会
①
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
②
財
団
法

芦
屋
市
ス
ポ
ー
ツ
活
動
助
成
金
交
付
制
度
の
お
知
ら
せ

公民館の講座・講習会

問
い
合
わ
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
課
　
1
@2 

７
９
１
０

※「ＩＴ講習」( イン
ターネット技能講習)は、
平成13年度中に県内諸施
設で実施されます。芦屋
市では100講座ほど実施
する予定です。県民であ
れば、県内のどこのＩＴ
講習でも受けることがで
きます。市内での講習は
順次「広報あしや」でお
知らせします。

　４月１日より保管返還場所
(陽光町24番地  138-5824)での
返還日を変更します。
返還日時　月・水・金・土

午前10時～午後６時
(祝日、12/29～1/3
を除く)

＊返還時には、鍵・印鑑・住
所・氏名を明らかにできるも
のをご持参ください

　一人一人が交通安全に関する自覚を持ち、安心して暮ら
せる安全な生活をめざしましょう。
　市内における交通事故発生件数は前年に比べ増加してい

4／6～4／15　春の全国交通安全運動

市内の交通事故発生状況

・自転車の安全利用の促進
・シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底
・子どもと高齢者の交通事故防止

自転車等保管場所の
返還日を変更

芦屋警察署新庁舎完成  ～3月26日から業務開始～

問い合わせ　芦屋警察署　123-0110

■会場　市民センター217室　■対象　コンピュータ未経験者で県内在住の20歳以上
のかた(受講は一人１回限り)　■定員　20人　■内容　基本的な操作、文字の打ち
方、インターネット、電子メールについての講習　■申し込み　往復はがきに、①希
望講習番号(例：Ｋ43)、②住所、③氏名、④電話番号、⑤年齢、⑥性別を記入の上、
４月10日(火)までに公民館へ(応募者多数の場合抽選)

人
日
本
体
育
協
会
お
よ
び
そ
の
傘
下
団
体

③
財
団
法
人
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
お
よ
び
そ
の
傘
下
団
体
④
財
団
法
人
日

本
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
お
よ
び
そ

の
傘
下
団
体
⑤
学
校
体
育
関
係
団
体

(

３)

各
種
大
会
選
手
派
遣
事
業

　(

２)

と
同
じ
事
業
内
容

＊
助
成
額
、
助
成
対
象
経
費
、
出
場
資
格

等
、
詳
し
く
は
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　自動車文庫のステーション・巡回日が４月から変
わります。図書の予約については、１日につき本
館・分室あわせて３枚以内でお願いします。

図書館からのお知らせ
問い合わせ　図書館　131-2301

自動車文庫巡回表

た
。
探
せ
ば
こ
の
サ
ク
ラ
色
の
石
は
、
街

の
ど
こ
に
で
も
あ
り
ま
す
。
今
年
は
、
花

見
の
途
中
で
も
、
一
度
、
石
の
な
か
を
の

ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
新
し
い

お
花
見
に
な
り
ま
す
。

三
宅
正
弘(

み
や
け
・
ま
さ
ひ
ろ)

氏

　
昭
和
四
十
四
年
芦
屋
市
生
ま
れ
。
関
西

大
学
卒
。
京
都
大

学
大
学
院
、
大
阪

大
学
大
学
院
修
了
、

工
学
博
士
。
各
地

で
環
境
デ
ザ
イ
ン

や
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
。
武
庫
川
女

子
大
非
常
勤
講
師
。
著
書
に
「
近
代
日
本

の
郊
外
住
宅
地
」(

共
著)

ほ
か
。

ます。交通
ルールを守
り、事故防
止に努めま
しょう。
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■放送時間　午前６：00～午後11：30　(上記の順に午前６時から２時間30分サイクルで７回繰り返し
放送します)　　■(＊)印の番組はビデオの貸出可
■広報チャンネルに関する問い合わせ　広報課　138-2006
■CATV加入に関する問い合わせ　!ケーブルネット神戸芦屋(J-COM神戸・芦屋)　70120-13-8160

４／１（６:00～）～４／14（～23:30）

１
時
間
目

２
時
間
目

開始時刻

① ６:00

② ８:30

③ 11:00

④ 13:30

⑤ 16:00

⑥ 18:30

⑦ 21:00

45

芦屋市の職員数の推移（普通会計）�
950�
940�
930�
920�
910�
900�
890�
880�
870�
860

単位：人�

６年度� 13年度�12年度�11年度�10年度�９年度�８年度�７年度�

941
931

919
909

898 902
895

864

企画管理部＜企画調整、広報、防災、県税など＞�
　　尼 崎 県 税 事 務 所�
　　西 宮 県 税 事 務 所�

＜阪神南県民局の組織図＞�
県 　 民 　 局 �

尼崎財務事務所�
西宮財務事務所�
�

芦屋保健所�
　(神戸農林事務所)�
�
西宮土木事務所�
尼崎港管理事務所�
阪神都市整備局�

県民生活部＜県民運動、健康福祉、環境など＞�
　　芦 屋 健 康 福 祉 事 務 所（芦屋保健所）�

地域振興部＜商工、農林業の振興など＞�

県土整備部＜土木、まちづくりなど＞�

尼 崎 土 木 事 務 所�
西 宮 土 木 事 務 所�

　皆さんのより身近なところで総合的な施策を推進し、現地解
決型の行政を展開するために、財務事務所、土木事務所など主

要な地方機関を県民局に統合し新しい「県民局」
が４月からスタートします。
　これに伴い、所管する県民局、事務所の名称、
窓口などの変更などがあります。
　芦屋市を所管するのは阪神南県民局となります。
　
※今回の再編にあわせ本庁から県民局へと窓口が
変わるものもあります。

備
事
業
」
を
推
進
し
ま
す
。

◆
道
路
整
備

　
南
芦
屋
浜
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
合
わ

せ
、
幹
線
道
路
の
整
備
工
事
を
進
め
、
ま

た
市
内
の
道
路
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

◆
交
通
安
全
対
策
事
業

　
交
通
安
全
教
育
の
充
実
、
放
置
自
転
車

対
策
、
交
通
安
全
施
設
等
の
整
備
を
行
い

ま
す
。

◆
上
水
道
事
業

　
阪
神
水
道
企
業
団
か
ら
の
水
が
本
年
四

月
か
ら
一
○
○
％
高
度
浄
水
処
理
さ
れ
、

お
い
し
い
水
を
供
給
し
ま
す
。
事
業
の
効

率
的
運
営
に
努
力
し
、
料
金
改
定
の
ご
承

認
を
得
て
、
企
業
の
健
全
化
を
図
り
ま
す
。

◆
下
水
道
事
業

　
六
麓
荘
地
区
の
都
市
基
盤
整
備
事
業
は
、

浸
水
地
域
の
対
策
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
芦
屋
下
水
処
理
場
の
老
朽
化
し
た
施

設
や
設
備
の
改
築
更
新
を
行
い
ま
す
。

◆
景
観
形
成

　
「
ま
ち
な
み
緑
化
制
度
」
や
「
景
観
市

民
協
定
」
を
推
奨
し
、
大
規
模
建
築
物
等

に
対
す
る
景
観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
活

用
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◆
火
葬
場
整
備
事
業

　
周
辺
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
得
な
が

ら
、
本
年
度
に
お
い
て
は
都
市
計
画
決
定

の
手
続
き
お
よ
び
実
施
設
計
を
行
い
、
早

期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

行
政
基
盤
の
構
築

◆
情
報
公
開
の
推
進

　
本
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
行

政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す

る
法
律
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
「
芦
屋
市

公
文
書
公
開
条
例
」
に
つ
い
て
引
き
続
き

検
討
を
行
い
ま
す
。
併
せ
て
文
書
管
理
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま

す
。

◆
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

　
本
市
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
行
政
評
価
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
、
モ
デ
ル
事
業
の

調
査
研
究
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　
市
税
収
入
が
伸
び
悩
む
一
方
、
震
災
復

旧
・
復
興
の
た
め
、
市
債
残
高
が
一
千
億

円
を
超
え
、
今
後
も
増
加
す
る
見
込
み
で

す
。
市
債
の
償
還
は
、
ピ
ー
ク
時
に
は
百

億
円
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
り
、
こ
の
ま

ま
推
移
す
る
と
、
平
成
十
五
年
度
に
は
、

普
通
交
付
税
の
不
交
付
団
体
で
あ
り
な
が

ら
財
政
再
建
団
体
に
転
落
す
る
と
い
う
事

態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
財
源
の
積
極
的
な
確
保
は

も
と
よ
り
、
事
務
事
業
全
般
に
わ
た
り
一

層
徹
底
し
た
見
直
し
・
合
理
化
を
図
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
国
・
県
に
支
援
を
求

め
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
財
政

の
健
全
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

充
実
を
図
り
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
技
能
講
習
を
、

学
校
・
社
会
教
育
施
設
な
ど

を
使
い
、
実
施
し
ま
す
。
図

書
館
の
子
ど
も
放
送
局
や
、

体
育
館
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー

の
子
ど
も
情
報
セ
ン
タ
ー
も
、

充
実
を
図
り
ま
す
。
　

□
教
育
委
員
会
以
外
の
事
業

◆
女
性
施
策

　
芦
屋
市
男
女
共
同
参
画
行

動
計
画
「
ウ
ィ
ザ
ス
・
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
く
実
施
計
画
の

進
行
状
況
を
把
握
し
、
全
庁

的
な
取
り
組
み
を
進
め
、
現

行
動
計
画
の
見
直
し
に
向
け

市
民
意
識
調
査
も
実
施
し
ま

す
。

◆
国
際
交
流

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
モ
ン
テ
ベ
ロ
市
と
の

姉
妹
都
市
提
携
が
四
十
周
年
を
迎
え
、
芦

屋
市
国
際
交
流
協
会
が
企
画
さ
れ
た
市
民

友
好
訪
問
団
と
共
に
、
モ
ン
テ
ベ
ロ
市
を

訪
問
し
、
モ
ン
テ
ベ
ロ
市
民
も
来
訪
さ
れ
、

友
好
の
絆
を
深
め
ま
す
。

◆
震
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

　
中
央
地
区
、
西
部
第
一
地
区
、
西
部
第

二
地
区
と
も
に
、
事
業
計
画
に
基
づ
き
道

路
や
宅
地
の
整
備
を
進
め
、
早
期
完
成
を

し
ん
ち
ょ
く

目
指
し
て
、
積
極
的
に
事
業
進
捗
を
図
り

ま
す
。

◆
公
園
整
備

　
清
水
公
園
に
引
き
続
き
大
桝
公
園
、
茶
屋

公
園
、
前
田
公
園
お
よ
び
津
知
公
園
の
整
備

を
行
い
ま
す
。
総
合
公
園
は
、
環
境
事
業
団

に
よ
る
整
備
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

◆
山
手
幹
線
の
整
備

　
平
成
十
六
年
度
末
の
事
業
完
成
に
向
け
、

引
き
続
き
用
地
買
収
・
物
件
移
転
な
ど
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
本
年
度
か
ら
大
原

工
区
の
道
路
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

◆
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
南
地
区

　
当
該
地
区
の
「
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」

を
中
心
と
し
、
地
元
の
「
第
２
次
ま
ち
づ

く
り
提
案
」
を
参
考
に
、
早
期
事
業
化
に

向
け
取
り
組
み
ま
す
。

◆
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　
第
三
次
総
合
計
画
の
基
本
構
想
に
基
づ

き
、
都
市
計
画
の
面
か
ら
基
本
的
な
方
向

を
示
し
て
い
き
ま
す
。

◆
南
芦
屋
浜
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

　
「
人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り
」
南
芦

屋
浜
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
事
業
を
推
進
し
ま

す
。

◆
建
築
行
政

　
「
芦
屋
市
建
築
物
安
全
安
心
実
施
計

画
」
、
「
わ
が
家
の
耐
震
診
断
推
進
事

き
ょ
う
あ
い

業
」
お
よ
び
「
芦
屋
市
狭
隘
道
路
拡
幅
整

祉
事
業
団
」
が
、
知
的
障
害
者
更
生
施
設

を
西
宮
市
に
建
設
し
、
本
市
も
同
事
業
団

に
、
費
用
を
負
担
し
ま
す
。

◆
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設

　
検
討
を
続
け
た
結
果
、
仮
に
、
民
間
資

本
を
活
用
す
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
手
法
で
最
小
限

の
規
模
で
建
設
す
る
と
し
て
も
、
相
当
の

費
用
負
担
を
伴
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
た
め
、
具
体
的
な
着
工
に
つ
い
て
は
財

政
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

　□
教
育
委
員
会
の
事
業

◆
学
校
園

　
各
学
校
園
が
、
特
色
あ
る
学
校
園
づ
く

り
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。
多
様
な

学
習
方
法
を
取
り
入
れ
、
自
ら
学
び
、
考

え
、
判
断
で
き
る
子
ど
も
の
育
成
に
努
め

ま
す
。
い
じ
め
、
暴
力
の
な
い
学
校
を
め

ざ
し
、
道
徳
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
読
書
活
動
の
一
層
の
定
着
を
図
り
、
ま

た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
積
極
的
に
授
業
に
取
り
入
れ
ま

す
。
高
等
学
校
教
育
改
革
に
つ
い
て
は
、

芦
屋
市
学
校
教
育
審
議
会
の
答
申
を
尊
重

し
て
、
教
育
行
政
施
策
に
反
映
し
ま
す
。

幼
稚
園
は
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
通
園
区

域
の
指
定
を
な
く
し
ま
す
。

◆
学
校
の
施
設
整
備

　
岩
園
小
学
校
は
平
成
十
四
年
二
月
末
に

新
校
舎
が
完
成
し
ま
す
。
山
手
中
学
校
の

校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
に
も
着
手
し
ま
す
。

◆
社
会
教
育

　
市
民
の
皆
様
の
学
習
活
動
を
支
援
し
ま

す
。
「
芦
屋
市
生
涯
学
習
推
進
基
本
構
想
」

は
、
見
直
し
を
行
い
、
ま
た
「
芦
屋
市
ス

ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ア
・
オ
ー
ル
計
画
」
の
見

直
し
に
つ
い
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
に

諮
問
し
、
答
申
を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
兵
庫
県
が
提
唱
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
21
ひ
ょ
う
ご
」
は
、
関
係
の
皆
様
と
協

議
を
進
め
、
順
次
設
置
す
る
予
定
で
す
。

子
育
て
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、
よ
り
一
層
の

◆
防
災
対
策

　
地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
育
成
に
努
め
、

ま
た
、
防
災
無
線
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

◆
消
防

　
救
急
救
命
士
二
名
の
養
成
を
行
い
、
ま

た
、
普
通
救
命
講
習
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。
旧
三
条
小
学
校
に
耐
震
性
飲
料
・

消
火
兼
用
貯
水
槽
と
防
災
用
資
機
材
倉
庫

を
、
岩
園
小
学
校
と
四
カ
所
の
公
園
に
は

防
災
用
資
機
材
倉
庫
を
設
置
し
て
資
機
材

を
配
置
し
、
六
麓
荘
町
と
四
カ
所
の
公
園

に
耐
震
性
防
火
水
槽
を
設
置
し
ま
す
。

◆
生
活
安
全

　
「(

仮
称)

生
活
安
全
条
例
」
を
制
定
し
、

ま
た
「(

仮
称)

芦
屋
市
生
活
安
全
推
進
連

絡
協
議
会
」
を
設
置
し
ま
す
。

◆
環
境
対
策

　
「
芦
屋
市
環
境
保
全
率
先
実
行
計
画
」

に
基
づ
き
、
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
努

め
ま
す
。
「
芦
屋
市
廃
棄
物
の
減
量
と
適

正
処
理
に
関
す
る
条
例
」
を
本
年
四
月
一

日
か
ら
施
行
し
、
こ
れ
に
伴
い
十
月
一
日

か
ら
粗
大
ご
み
の
有
料
化
を
実
施
し
ま
す
。

◆
人
権
推
進

　
本
市
の
人
権
教
育
お
よ
び
人
権
啓
発
の

基
本
的
な
方
向
を
示
す
指
針
の
策
定
に
つ

い
て
検
討
し
ま
す
。

◆
健
康
づ
く
り

　
健
康
意
識
の
向
上
と
、
母
子
保
健
お
よ

び
成
人
・
老
人
保
健
の
各
事
業
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
要
介
護
予
防
対
策
と
し
て
、

健
康
教
育
や
機
能
訓
練
事
業
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

◆
市
立
芦
屋
病
院

　
一
般
会
計
か
ら
の
基
準
外
の
繰
出
し
を

制
限
す
る
な
ど
、
法
内
基
準
で
の
経
営
を

前
提
に
、
さ
ら
に
合
理
化
を
進
め
、
経
営

の
抜
本
的
な
見
直
し
も
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

◆
医
療
助
成

　
乳
幼
児
医
療
費
公
費
負
担
助
成
事
業
は
、

通
院
医
療
費
に
つ
い
て
、
一
部
自
己
負
担

を
導
入
の
う
え
六
歳
未
満
児
ま
で
対
象
を

拡
大
し
、
老
人
医
療
費
公
費
負
担
助
成
事

業
は
、
県
の
所
得
基
準
の
段
階
的
な
見
直

し
に
準
じ
て
、
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉

　
「
第
二
次
芦
屋
す
こ
や
か
長
寿
プ
ラ
ン

21(

芦
屋
市
新
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画)

」

に
基
づ
き
施
策
を
実
施
し
、
引
き
続
き
高

齢
者
の
生
活
支
援
事
業
、
介
護
予
防
・
生

き
が
い
活
動
支
援
事
業
お
よ
び
家
族
介
護

支
援
特
別
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
家
族
介

護
用
品
支
給
事
業
お
よ
び
家
族
介
護
慰
労

事
業
を
、
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

◆
介
護
保
険
事
業

　
引
き
続
き
制
度
の
周
知
徹
底
を
図
る
と

と
も
に
、
介
護
保
険
事
業
計
画
に
沿
っ
て
、

円
滑
な
実
施
に
努
め
ま
す
。

◆
在
宅
福
祉

　
芦
屋
ハ
ー
ト
フ
ル
福
祉
公
社
を
は
じ
め

社
会
福
祉
法
人
を
中
心
と
し
て
、
訪
問
介

護
、
訪
問
看
護
、
通
所
介
護
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

◆
基
盤
整
備

　
旧
三
条
小
学
校
を
改
修
し
て
、
「(

仮

称)

市
立
三
条
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
ま
す
。

◆
成
年
後
見
制
度

ち
ほ
う

　
痴
呆
性
高
齢
者
お
よ
び
障
害
者
等
の
か

た
で
、
身
寄
り
が
な
く
費
用
負
担
が
困
難

な
か
た
に
対
し
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用

に
つ
い
て
、
助
成
を
行
い
ま
す
。

◆
保
育
行
政

　
留
守
番
電
話
の
設
置
や
園
庭
開
放
、
体

験
保
育
の
回
数
を
増
や
し
内
容
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
私
立
保
育
所
の
施
設
整
備
、

備
品
購
入
等
に
助
成
を
行
い
ま
す
。
　

◆
障
害
者
福
祉

　
「
芦
屋
市
障
害
者(

児)

福
祉
計
画
―
第

三
次
中
期
計
画
―
」
に
基
づ
き
、
施
策
を

推
進
し
ま
す
。
「
社
会
福
祉
法
人
阪
神
福

平成13年度 施政方針の概要

問い合わせ　企画課　138-2009

　
　
水
道
の
水
に
高
度
浄
水
処
理
水
と
い
う

の
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
芦
屋
市
の
水
道
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
芦
屋
市
の
水
道
水
は
八
割
以
上
を
琵
琶

湖
・
淀
川
か
ら
阪
神
水
道
企
業
団
を
通
じ
て

受
水
し
て
い
ま
す
。
琵
琶
湖
・
淀
川
の
水
は

渇
水
期
な
ど
に
か
び
臭
な
ど
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
っ
た
た
め
、
阪
神
水
道
企
業
団
で
は
に
お
い
の
除

去
や
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
の
元
に
な
る
有
機
物
質
を
低

減
す
る
た
め
高
度
浄
水
処
理
施
設
を
建
設
し
て
き
ま

し
た
。
平
成
十
二
年
七
月
に
猪
名
川
浄
水
場
の
工
事

が
お
わ
り
、
ま
た
平
成
十
三
年
三
月
に
は
新
尼
崎
浄

水
場
の
一
期
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
芦
屋
市
に
は
高
度
浄
水
処
理
さ
れ
た

水
と
、
通
常
の
浄
水
と
が
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
て
送
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
四
月
一
日
か
ら
は
一
○
○
％
「
高

度
浄
水
処
理
水
」
に
な
り
、
よ
り
一
層
安
全
な
お
い

し
い
水
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日　時　４月14日(土)午後１時30分～３時15分(午後１時開場)
会　場　ルナ・ホール

ひと ひと

内　容　『女と男バランスある社会へ…共生を探る世界と日本』
講　師　猪口邦子氏(上智大学教授)
一時保育　要予約。(満２歳以上就学前の幼児)
申し込み　往復はがきに住所・氏名・電話番号を明記(一時保

育を希望のかたは子どもの氏名、生年月日も記入)
し４月７日(土)までに女性センターへ

問い合わせ　女性センター　138-2023
(〒659-0092  大原町2-6 ラ・モール芦屋)

◇　女性センター・公民館　春の講座開講記念講演会　◇◇　女性センターフェスタ　◇

日　時　４月15日(日)午前11時～午後３時30分
会　場　女性センター、国際交流協会、ラ・モール芦屋１階アトリウム
内　容

　①写真パネル展　②喫茶コーナー　③手作りコーナー　④川柳コーナー
　⑤フリーマーケット(午前11時～午後１時30分)
　⑥元気コーナー
　　◆講演と実践「日常よく起きる痛みに対するリハビリテーション」
　　　講師：前川利雄氏(神戸市立中央病院リハビリ科主任)
　　　午後１時30分～２時30分
　　◆「フラダンスで手話を学ぶ」講師：新井由美子氏
　　　午後２時30分～３時30分

　市ではこれまで、財政がこのように事態悪化するのを避けるた
め、平成８年度から平成10年度までの３年間で「事務事業の見直
し」「財政の効率的運営」「組織・要員等の見直し」など120件に
のぼる行政改革を行い、平成11、12年度にはさらに32件を追加し
て、財政再建に向けて努力を続けてきました。
　市民の皆さんの身近なところでは、ゴミの収集業務を一部民間
委託したことはご承知のことと思います。その他できるところか
ら民間への委託を図るなど経費の節減に努めてまいりました。
　また、子供数の減少により、学校・園を適正な規模にするため、
三条小学校と山手小学校を、山手幼稚園と西山幼稚園を統合し、そ
れぞれ新しい山手小学校および西山幼稚園として発足しました。
　さらに、国や県に対して市債の償還期間の延長要望、特別交付
税の増額要望など財政的支援を要請する一方、市内部での努力と
して、職員の給与水準の適正化や職員数の削減などに努めてきま
した。
　職員の給与については、平成12年４月から６カ月昇給延伸を実
施したほか、期末勤勉手当(ボーナス)についても、国家公務員に
準拠し平成11年度は年間で前年度に比べ0.3カ月分、12年度はさら
に0.2カ月分引き下げました。
　職員の給与の水準をはかる物差しの一つとして、「ラスパイレ
ス指数」があります。これは国家公務員を100とした指数で、本市
では震災直後の平成７年度は107.2でしたが、平成12年度では104.9
まで低下しています。これは、近隣自治体に比べても大きな下降
率となっています。
　また、職員数についても適正配置に努め、平成13年度当初で普
通会計の職員数は864人で、平成６年度に比べ77人減少していま
す。

　前回(『広報あしや』３月15日号)、芦屋市の財政運営が
苦境に立たされている状況と、今後どのような事態が懸念
されるのかについてお知らせしました。今回は、これまで
市がどう対処してきたかを中心に、今後の見通しについて
触れていきたいと思います。

4月から県の地方機関が変わります

問い合わせ　阪神南県民局　106-6481-7641

県民局の所管区域の変更
○阪神南県民局
　(〒660-8588  尼崎市東難波町5-21-8)
　　芦屋市、尼崎市、西宮市
○阪神北県民局[宝塚市]
　　伊丹市、宝塚市、川西市、三田市、猪名川町

事務所の名称等について
　県民局の総合事務所化に伴い、左図の事務
所は県民局の内部組織となり、名称が変更さ
れます。

　平成13年第１回市議会定例会において、市長が表明し
ました施政方針の概要をお知らせします。
　施政方針の全文は、市役所北館１階行政情報コー
ナー、市ホームページでご覧になれます。

芦屋市の行政改革努力

問い合わせ　企画課　138-2005

　次回は、「実施計画」の各項目について具体的な内容をお
知らせします。

財政の見通しはさらに悪化
　芦屋市は昨年11月、平成17年度までの財政収支見通しを作成し
ました。臨時号(２月26日発行)でお知らせしたとおり、平成15年
度からの３カ年の赤字見込額は、約129億円と試算しています。
　これまでの行政改革の取り組みで、赤字見込額の縮小に手を尽
くしてきていますが、なおこれだけの赤字を見込まざるを得ない
状況です。
　これは、経済情勢が低迷するなか、市税を中心とする歳入の見
込みに比べて、あと数年は続く復興事業と多額の公債費、その他
通常の行政需要を支えなければならない数々の負担が当分の間続
くことによるものです。　

これからの３年間が分かれ道
　この深刻な状況のもと、策定したのが先の臨時号でお知らせし
た「行政改革緊急３カ年実施計画」です。その中では、行政がな
すべきこと、市民の皆さんにご協力をお願いすること等68件の実
施目標を掲げています。

　『山口はるみポスター展
　　　　　　　～凛として女』
期間
　４月11日
　　～20日
会場
　市民セン
ター常設
展示場

関連企画

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

みてみて９(番組ガイド)
あしやＮＯＷ(＊) フォーカス芦屋「第３次芦屋市総合計画スタート」

暮らしの情報「歯のはなし①虫歯」
とびだせスタジオ あしやリポート(＊)

「となりまち探訪①　有馬～歴史香る街」
情報カフェ
文字放送 「救急当番医」「芦屋市の相談窓口」
芦屋市民企画番組(＊) 「パソコンいろは塾～文字入力は基礎体力」
芦屋の人(＊) 「高濱初也さん(虚子記念文学館館長)」
撮りっきり芦屋(＊) 「小槌幼稚園卒園式」「精道コミスク文化フェスティバル」
西宮ライブラリー ふるさと昔話「むすめの身代わり」
ニッポンみたまま(30分番組)
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芦屋市長　北村  春江
　このたびの前助役の収賄容疑事件につきまして、皆様がた
にご迷惑とご心配をおかけしましたことを、心からお詫び申
し上げます。
　市長を補佐し、職員の事務執行を監督する立場の助役が、
逮捕・起訴されましたことは、誠に遺憾であり、常に清潔で
公正な市政運営をモットーにしてまいりました私といたしま
しては、断腸の思いでございます。私の監督不行き届きにつ
きまして、改めてお詫び申し上げます。
　去る１月29日には「芦屋市収賄容疑事件対策会議」を設置
し、今回の件に関しまして、調査・対策と再発防止のため、
取り組んでいるところでございます。
　私が先頭に立ち、市民の皆様の信頼回復に努めますととも
に、二度とこのような事態が生じないための対策を講じてま
いりたいと存じますので、何とぞご理解賜りますようお願い
申し上げます。
　一方、早期復興に向け事業の停滞は許されません。このよ
うな時にこそ、職員が一丸となって邁進してまいる所存でご
ざいます。今後とも、なお一層のご協力とご指導を賜ります
よう、心からお願い申し上げます。

　新年度は、新たな総合計画におけるまちづくりの目標に基
づき、引き続き震災復興事業の促進を最優先としながら「生
活環境の充実」「保健・福祉の充実」「教育・文化の充実」
「都市基盤の整備」「行政基盤の構築」を重点施策として取
り組んでまいります。また、第３次芦屋市行政改革大綱と、
行政改革緊急３カ年実施計画に基づき、財政の健全化に努め
てまいります。

基本方針

生
活
環
境
の
充
実

保
健
・
福
祉
の
充
実

教
育
・
文
化
の
充
実

都
市
基
盤
の
整
備
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一時保育
１歳以上就学
未満


